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あて名のお子さんとご家族の状況についておうかがいします 

 

問１ 

（全員） 

お住まいの地区はどちらですか。わからない方は「10．」に○をつけていた

だき、（  ）に町字名をご記入ください。 

〇は 

１つ 
 

１．小牧中学校区 ４．北里中学校区 ７．桃陵中学校区 10．わからない 

２．味岡中学校区 ５．応時中学校区 ８．小牧西中学校区 町字名 

（          ） ３．篠岡中学校区 ６．岩崎中学校区 ９．光ヶ丘中学校区 

 

問２ 

（全員） 
あて名のお子さんの生年月をご記入ください。 

□内に 

数字 

     年     月生まれ 

 

問３ 

（全員） 

お子さんは何人いらっしゃいますか。 

※あて名のお子さんを含めた人数をご記入ください。 

□内に 

数字 

子どもの数   人 

問４ 

（全員） 

この調査票にご回答いただく方はどなたですか。 

※あて名のお子さんからみた関係でお答えください。 

〇は 

１つ 
 

１．母親  ２．父親 ３．その他（               ） 

 

問５ 

（全員） 
この調査票にご回答いただいている方は配偶者・パートナーはいますか。 

〇は 

１つ 
 

１．いる ２．いない 

 

問６ 

（全員） 

あて名のお子さんの子育て（教育を含む）を主に行っているのはどなたで

すか。      ※あて名のお子さんからみた関係でお答えください。 

〇は 

１つ 
 

１．父母ともに ３．主に父親 ５．その他 

２．主に母親 ４．主に祖父母  （                   ） 

 

問７ 

（全員） 

あて名のお子さんとの同居・近居（おおむね 30 分以内程度に行き来でき

る範囲）の状況についてお答えください。 

あてはまるもの 

すべてに〇 
 

１．父母同居 ４．祖父同居 ７．祖母近居 

２．父同居（ひとり親家庭） ５．祖母同居 ８．その他 

（             ） ３．母同居（ひとり親家庭） ６．祖父近居 
 

（参考）年号対照表 

令和５年 2023年 令和２年 2020年 

令和４年 2022年 令和元年(※) 2019年 

令和３年 2021年 平成 30年 2018年 

※2019 年 1月～4 月は平成 31 年 

平成 

令和 

未就学児の保護者向け 資料２－２ 
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問８ 

（全員） 

子育てに関して、日常悩んでいること、また気になることはどのようなこと

ですか。 

あてはまるもの 

すべてに〇 
 
１． 病気や発育・発達に関すること 

２． 食事をなかなか食べてくれないこと 

３． 育児の方法がよくわからないこと 

４． 子どもとの接し方に自信が持てないこと 

５． 子どもとの時間を十分にとれないこと 

６． 話し相手や相談相手がいないこと 

７． 子どもの親同士の付き合いに関すること 

８． 仕事や自分のやりたいことが十分できないこと 

９． 子どもの教育に関すること 

10． 友だちづきあい（いじめ等を含む）に関する 

こと 

11． 登園拒否などの問題に関すること 

12． 子育てに関しての配偶者・パートナーの協力が 

少ないこと 

13． 配偶者・パートナーと子育てに関して意見が 

合わないこと 

14． 自分の子育てについて、親族・近隣の人・職場 

などまわりの見る目が気になること 

15． 配偶者・パートナー以外に子育てを手伝ってく

れる人がいないこと 

16． 子どもを叱りすぎているような気がすること 

17． 子どもに手をあげたり、世話をしなかったり 

してしまうなど、子どもにとって安心できる 

家庭でないような気がすること 

18． 地域の子育て支援サービスの内容や利用・申し 

込み方法がよくわからないこと 

19． その他（               ） 

20． 特にない ⇒問 10へ 

 

問９ 

（条件） 

 条件  問８で、「１． 」～「19． 」に〇をつけた方 あてはまるもの 

すべてに〇 子育てに関する悩みや不安を誰（どこ）に相談していますか。 
 
１． 配偶者・パートナー 

２． その他の親族 

（親・きょうだいなど） 

３． 隣近所の人・地域の知人・ 

友人 

４． 職場の人 

５． 幼稚園・保育園等、学校など 

の保護者の仲間 

６． 子育てサークルの仲間 

７． 保育士・幼稚園の先生・ 

学校の先生 

８． 医師・保健師・看護師・ 

栄養士など 

９． 家庭児童相談室 

10． 子育て世代包括支援センター 

11． 児童館 

12． 子育てサロンなど 

（親子のつどいの場） 

13． 母子自立支援員 

14． 民生・児童委員 

主任児童委員 

15． 保健センター 

16． 保健所 

17． 児童相談所 

18． 民間の電話相談 

19． 相談相手がいない 

20. その他 

（                 ） 

 

問 10 

（全員） 

子育て（教育を含む）をする上で、周囲（身近な人、行政担当者など）から 

どのようなサポートがあればよいとお考えですか。 

自由 

記述 
 
 

 

 
 

問 11 

（全員） 
あなたは、お子さんの小学校入学について、何か不安はありますか。 

あてはまるもの 

すべてに〇 
 
１． 他人とのコミュニケーションがとれるか 

２． 授業をじっと聞いていられるか 

３． 体力がついていくか 

４． 給食などでアレルギーが出ないか 

５． 今までの友達と離れてもやっていけるか 

６． クラスのなかになじめるかどうか 

７． クラスのなかでいじめられないか 

８． 登下校時などに交通事故にあわないか 

９． 児童クラブ等の利用ができるか 

10． 自分が学校の行事等に参加できるか 

11． 自分の勤務時間・雇用形態などに変更がないか 

12． その他(                )  

13． 特にない 
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あて名のお子さんの保護者の就労状況についておうかがいします 

問 12 

（全員） 

あて名のお子さんの保護者の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）

をうかがいます。 

（表） 

〇は 

各１つ 

※①母親、②父親それぞれについてお答えください。 

※【母子家庭の方は母親欄のみ、父子家庭の場合は父親欄のみお答えください。以下の設問についても、 

母親、父親の欄がある場合は、同様にお答えください。】 
 

①母親 ②父親 就労状況（〇は１つずつ） 【回答後】 

１ １ 
フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で 

就労しており、産休・育休・介護休業中ではない 

⇒ 問13へ 

２ ２ 
フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で 

就労しているが、産休・育休・介護休業中である 

３ ３ 
パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で 

就労しており、産休・育休・介護休業中ではない 

４ ４ 
パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で 

就労しているが、産休・育休・介護休業中である 

５ ５ 以前は就労していたが、現在は就労していない 
⇒ 問15へ 

６ ６ これまで就労したことがない 

 

問 13 

（条件） 

 条件  問 12 で、「１．」～「４．」（就労している）に〇をつけた方 （表） 

□内に 

数字 

週当たりの「働く日数」、１日当たりの「働く時間（残業時間を含む）」を 

①母親、②父親それぞれについてお答えください。 

※働く日数や働く時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。 

※産休、育休、介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。 
 

 ①母親 ②父親 【回答後】 

１週当たり働く日数   日   日 
※フルタイムの方 

⇒問 16へ 
 
※パート・アルバイト等
の方 
⇒問 14 へ 

１日当たり働く時間（残業時間含む）     時間     時間 

 

問 14 

（条件） 

 条件  
問 12 で、「３．」「４．」（パート・アルバイト等で就労している）に 

〇をつけた方 
（表） 

〇は 

各１つ 
フルタイムへの転換希望はありますか。①母親、②父親それぞれについて 

お答えください。 
 

①母親 ②父親 フルタイムへの転換希望（〇は１つずつ） 【回答後】 

１ １ 
フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）への転換希望

があり、実現できる見込みがある 

⇒ 問16へ 

２ ２ 
フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）への転換希望

はあるが、実現できる見込みはない 

３ ３ 
パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）の就労を続けることを

希望 

４ ４ 
パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）をやめて子育てや家事

に専念したい 
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問 15 

（条件） 

 条件  問 12 で、「５．」「６．」（就労していない）に○をつけた方 （表） 

〇は 

各１つ 

就労したいという希望はありますか。①母親、②父親それぞれについて 

お答えください。 

 

① 母親について 

 就労希望（○は１つ 該当する□内に数字で記入） 

１ 働く予定はない（子育てや家事などに専念したい・働くことができない など） 

２ １年より先、一番下の子どもが    歳になったころに働きたい 

３ 

すぐにでも、もしくは１年以内に働きたい 

 

ア．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労） 

イ．パートタイム、アルバイト等（「ア」以外） 

→１週当たり    日／１日当たり       時間 

 

② 父親について 

 就労希望（○は１つ 該当する□内に数字で記入） 

１ 働く予定はない（子育てや家事などに専念したい・働くことができない など） 

２ １年より先、一番下の子どもが    歳になったころに働きたい 

３ 

すぐにでも、もしくは１年以内に働きたい 

 

ア．フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労） 

イ．パートタイム、アルバイト等（「ア」以外） 

 →１週当たり    日／１日当たり       時間 
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あて名のお子さんの平日の定期的な 
幼稚園や保育園等の利用状況についてうかがいます 

 
 
※ここでは、月単位で定期的に利用している幼稚園や保育園等の施設やサービスについてうかがいます。 
具体的には、問 17に示した施設やサービスが含まれます。 

 

問 16 

（全員） 

あて名のお子さんは現在、幼稚園や保育園等の子どもを預かる施設や 

サービスを定期的に利用されていますか。 

〇は 

１つ 
 

１．利用している ⇒問 17へ ２．利用していない  ⇒問 18へ 
 

問 17 

（条件） 

 条件  問 16 で、「１．利用している」に○をつけた方 
― 

以下の（１）～（３）の設問にお答えください。 
 

（１）あて名のお子さんは、平日どのような施設やサービスを利用していますか。 

【あてはまるものすべてに〇】 
 
１． 幼稚園  

２． 幼稚園の預かり保育  

３． 保育園 

４． 認定こども園 

５． 小規模保育施設 

６． 事業所内保育施設  

７． 認可外の保育施設 

８． ファミリー・サポート・センター  

９． その他（               ） 

 

（２）平日に定期的に利用している幼稚園や保育園等について、最も多いパターンとしてどのくらい 

利用していますか。また、希望としてはどのくらい利用したいですか。 
 

※１週当たり何日、１日当たり何時間（何時から何時まで）かを、□内に数字で記入 

※※時間は、必ず「(例)08 時～18時」のように 24時間制でご記入ください。 
 

 １週あたり 1 日あたり 

①現在   日     時間（     時～     時）     

②希望   日     時間（     時～     時）     

 

（３）現在、利用している幼稚園や保育園等の実施場所はどちらですか。【○は１つ】 
 

１． 小牧市内  ２． 他の市町村  

 

問 18 

（条件） 

 条件  問 16 で、「２．利用していない」に○をつけた方 あてはまるもの 

すべてに〇 利用していない理由は何ですか。 
 
１． 子どもの父母がみている ※「８．サービスを利用する必要が

ない」に〇をつけた方は、その理

由をお書きください。 

２． 子どもの祖父母や親戚の人がみている 

３． 近所の人や父母の友人・知人がみている 

４． 利用したいが、幼稚園や保育園等に空きがない  

５． 利用したいが、経済的な理由で保育サービスを利用できない 

６． 利用したいが、延長・夜間等の時間帯の条件が合わない 

７． 利用したいが、保育サービスの質や場所など、納得できる保育 

サービスがない 

８． サービスを利用する必要がない（理由を右枠へ）  
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問 19 

（条件） 

 条件  問 16 で、「２．利用していない」に○をつけた方 〇は 

１つ あて名のお子さんが何歳になったら利用しようと思いますか。 

※「１．」に〇をした方は、□内に数字を記入 

１． 子どもが   歳になったら利用しようと考えている  ２． 利用する予定はない 

問 20 

（条件） 

 条件  問 16 で、「１．利用している」に○をつけた方 

〇は 

１つ 

あて名のお子さんの病気の際の対応についてうかがいます。 

この１年間に、あて名のお子さんが病気やケガで通常の保育サービスが 

利用できなかったことはありますか。 
 

１． あった ⇒問21へ ２． なかった  ⇒問23へ 

 

問 21 

（条件） 

 条件  問 20で、「１．あった」に○をつけた方 あてはまるもの 

すべてに〇 

□内に 

数字 

あて名のお子さんが病気やけがで普段利用している幼稚園や保育園等が利

用できなかった場合に、この１年間に行った対処方法は何ですか。 

また、日数についてもお答えください。 

※半日程度の対応の場合も１日とカウントしてください。 
 

１年間の対処方法（あてはまるものすべてに○） 日数（数字で記入） 【回答後】 

ア． 父親が休んだ   日 
⇒ 問22へ 

イ． 母親が休んだ   日 

ウ． （同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった   日 

⇒ 問23へ 

エ． 父親または母親のうち就労していない方が子どもをみた   日 

オ． 病児・病後児の保育を利用した   日 

カ． ベビーシッターを利用した   日 

キ． ファミリー・サポート・センターを利用した   日 

ク． 預け先がなかったため子どもだけで留守番をさせた   日 

ケ． その他（                     ）   日 

 

問 22 

（条件） 

 条件  問 21 で、「ア．」「イ．」のいずれかに○をつけた方 
〇は１つ 

□内に 

数字 

その際、「できれば病児・病後児のための保育施設等を利用したい」と思わ

れましたか。（※病児保育は現在小牧市では、はやしこどもクリニックと小木こ

どもファミリークリニックに委託しています。） 

※病児・病後児のための保育施設等の利用には、一定の利用料がかかり、利用前にかかりつけ医の受診が必要となります。 

選択肢（〇は１つ） 日数（数字で記入） 

１．できれば病児・病後児保育施設等を利用したい   日 

２．病状が軽くなれば利用したい   日 

３．子どもが大きくなれば（   歳以上）利用したい   日 

４．利用しようと思わない 
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問 23 

（全員） 

現在、利用している、利用していないにかかわらず、あて名のお子さんが平

日に「定期的に」利用したいと考える施設や保育サービスと実施場所をお答

えください。 

あてはまるもの 

すべてに〇 

※すべての施設や保育サービスについて小牧市で現在実施しているとは限りません。 
 
１． 幼稚園  

（国が定める基準に適合した施設で都道府県の認可を受けた教育施設） 
２． 幼稚園の預かり保育  

（通常の就園時間を延長して預かる事業のうち定期的な利用のみ） 

３． 保育園 
（国が定める最低基準に適合した施設で都道府県等の認可を受けた定員 20人以上のもの） 

４． 認定こども園 
（幼稚園と保育施設の機能を併せ持つ施設） 

５． 小規模保育施設 
（国が定める最低基準に適合した施設で市町村の認可を受けた定員概ね６～19人のもの） 

６． 家庭的保育施設 

（保育者の家庭等で５人以下の子どもを保育する事業） 

７． 事業所内保育施設 
（企業が主に従業員用に運営する施設） 

８． 市の認証・認定保育施設 
（認可保育所ではないが、市が認証・認定した施設） 

９． 認可外の保育施設 
 

10． 居宅訪問型保育  
（ベビーシッターのような保育者が子どもの家庭で保育する事業） 

11． ファミリー・サポート・センター 
（地域住民が子どもを預かる事業） 

12． 親が自宅で保育する 
 

13． その他（               ） 

 

 

問 24 

（条件） 

 条件  
問 23で、「1．」「2．」かつ「3．」～「13．」に〇をつけた方 

（幼稚園と保育園などの両方について利用希望のある方） 〇は 

１つ 特に幼稚園（幼稚園の預かり保育を合わせて利用する場合を含む）の利用

を強く希望しますか。 
 

１． はい  ２． いいえ   

 

問 25 

（条件） 

 条件  
問 23で、「1．」「2．」かつ「3．」～「13．」に〇をつけた方 

（幼稚園と保育園などの両方について利用希望のある方） 
〇は 

１つ 
特に保育園などの利用を強く希望しますか。 

 

１． はい  ２． いいえ   
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あて名のお子さんの 
地域の子育て支援事業等の利用状況についてうかがいます    

問 26 

（全員） 

あて名のお子さんは、現在、子育て世代包括支援センター、児童館の子育て

支援室等の地域子育て支援拠点事業（親子が集まって過ごしたり、相談を

したり、情報提供を受けたりする場）を利用していますか。 

〇は１つ 

□内に 

数字 

※おおよその利用回数（頻度）を□内に数字で記入してください。 
 
１．地域子育て支援拠点事業（子育て世代包括支援センター・児童館） 

  ⇒１週あたり   回  もしくは １か月あたり   回程度 

２．その他小牧市で実施している類似の事業（例：子育て講座、子育てサロンなど） 

  ⇒１週あたり   回  もしくは １か月あたり   回程度 

３．利用していない 

 

問 27 

（全員） 

問 26 のような地域子育て支援拠点事業について、今は利用していないが、

できれば今後利用したい、あるいは、利用日数を増やしたいと思いますか。 

〇は１つ 

□内に 

数字 

※おおよその利用回数（頻度）を□内に数字で記入してください。 
 
１．利用していないが、今後利用したい 

  ⇒１週あたり   回  もしくは １か月あたり   回程度 

２．すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい 

  ⇒１週あたり さらに    回 もしくは １か月あたり さらに    回程度 

３．新たに利用したり、利用日数を増やしたいとは思わない 
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問 28 

（全員） 

下記の施設や保育サービスで知っているものや、これまでに利用したこと

があるもの、今後、利用したいと思うものをお答えください。 

（１～16の事業ごとに、Ａ～Ｃのそれぞれについて○は１つ） 

〇は 

１つ 

 

 
Ａ 

知っている 

Ｂ 

これまでに利用 

したことがある 

Ｃ 

今後利用したい 

１．保健センターの教室・相談サービス はい ・ いいえ はい ・ いいえ はい ・ いいえ 

２．愛知県総合教育センター・教育相談 はい ・ いいえ はい ・ いいえ はい ・ いいえ 

３．保育園や幼稚園の園庭開放等の子育て支援 はい ・ いいえ はい ・ いいえ はい ・ いいえ 

４．こまきこども未来館 はい ・ いいえ はい ・ いいえ はい ・ いいえ 

５．児童館（児童センター） はい ・ いいえ はい ・ いいえ はい ・ いいえ 

６．子育て世代包括支援センター はい ・ いいえ はい ・ いいえ はい ・ いいえ 

 

７. 一時預かり事業 

（子育て世代包括支援センター内） 
はい ・ いいえ はい ・ いいえ はい ・ いいえ 

８. 利用者支援事業（相談事業） はい ・ いいえ はい ・ いいえ はい ・ いいえ 

９. すくすくパオーンルーム 

（子育て支援室） 
はい ・ いいえ はい ・ いいえ はい ・ いいえ 

10. 産前産後ヘルパー事業 はい ・ いいえ はい ・ いいえ はい ・ いいえ 

11. 産後ケア事業 はい ・ いいえ はい ・ いいえ はい ・ いいえ 

12．市が発行している子育て支援情報誌 はい ・ いいえ はい ・ いいえ はい ・ いいえ 

13．子育て家庭優待事業（はぐみんカード） はい ・ いいえ はい ・ いいえ はい ・ いいえ 

14. 子育て応援アプリ『すくすくこまキッズ』 はい ・ いいえ はい ・ いいえ はい ・ いいえ 

15．家庭教育に関する学級・講座 はい ・ いいえ はい ・ いいえ はい ・ いいえ 

16．育児支援家庭訪問事業 はい ・ いいえ はい ・ いいえ はい ・ いいえ 

17. 子育て支援短期支援事業 

（ショートステイ） 
はい ・ いいえ はい ・ いいえ はい ・ いいえ 
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あて名のお子さんの土曜・日曜日・祝日や幼稚園の夏休みなどの 
幼稚園や保育園等の利用状況についてうかがいます 

 
 
※ここでは、幼稚園や保育園などの子どもを預かる施設やサービスの利用希望をうかがっているため、親族・知

人による預かりは含みません。 
 

問 29 

（全員） 

あて名のお子さんについて、土曜日と日曜日・祝日に、定期的な幼稚園や

保育園等の利用希望はありますか。（一時的な利用は除きます。） 

〇は１つ 

□内に 

数字 

※ （１）、（２）それぞれについて、○は１つ、利用したい時間帯についても□内に数字で記入ください。 
※ 時間は、必ず「(例)08 時～18 時」のように 24時間制でご記入ください。 
※ これらの事業の利用には、一定の利用者負担が発生します。 
 

（１）土曜日 

１． 利用する必要はない   条件 「２．」「３．」を回答した方【利用したい時間帯】 

２． ほぼ毎週利用したい  

 
    時から     時まで 

３． 月に１～２回は利用したい 
 

（２）日曜日・祝日 

１． 利用する必要はない   条件 「２．」「３．」を回答した方【利用したい時間帯】 

２． ほぼ毎週利用したい  

 
    時から     時まで 

３． 月に１～２回は利用したい 

 

問 30 

（条件） 

 条件  
問 29（１）もしくは（２）で、 

「３．月に１～２回は利用したい」に○をつけた方 
あてはまるもの 

すべてに〇 
毎週ではなく、たまに利用したい理由はなんですか。 

 
１．月に数回仕事が入るため ４．リフレッシュのため  

２．平日に済ませられない用事をまとめて済ませる
ため 

５．その他（               ） 

３．親族の介護や手伝いが必要なため  

 

問 31 

（条件） 

 条件  幼稚園を利用されている方 
あてはまるもの 

すべてに〇 
あて名のお子さんについて、夏休み・冬休みなど長期の休暇期間中の幼稚

園や保育園等の利用を希望しますか。 

※ ○は１つ、利用したい時間帯についても□内に数字で記入ください。 
※ 時間は、必ず「(例)08 時～18 時」のように 24時間制でご記入ください。 
※ これらの事業の利用には、一定の利用者負担が発生します。 
 

１． 利用する必要はない   条件 「２．」「３．」を回答した方【利用したい時間帯】 

２． 休みの期間中、ほぼ毎日利用したい 

 
    時から     時まで 

３． 休みの期間中、週に数日利用したい 

 

問 32 

（条件） 

 条件  問 31 で、「３．休みの期間中、週に数日利用したい」に○をつけた方 あてはまるもの 

すべてに〇 毎日ではなく、たまに利用したい理由はなんですか。 
 
１． 週に数回仕事が入るため ４． リフレッシュのため  

２． 買い物等の用事をまとめて済ませるため ５． その他（               ） 

３． 親族の介護や手伝いが必要なため  
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あて名のお子さんの幼稚園や保育園等の不定期な利用や、 
宿泊を伴う一時預かり等の利用についてうかがいます 

   

問 33 

（全員） 

あて名のお子さんについて、日中の定期的な保育や病気のため以外に、私

用、親の通院、不定期の就労等の目的で不定期に利用している保育サービ

スはありますか。 

あてはまるもの 

すべてに〇 

□内に 

数字 
 

利用している保育サービス（あてはまるものすべてに○） 
日数《年間》 

（数字で記入） 

１．一時預かり（私用など理由を問わずに保育園などで一時的に子どもを保育する事業）   日 

２．幼稚園の預かり保育（通常の就園時間を延長して預る事業のうち 不定期に利用する場合のみ）   日 

３．ファミリー・サポート・センター（地域住民が子どもを預かる事業）   日 

４．ベビーシッター   日 

５．その他（                            ）   日 

６．利用していない 

 

問 34 

（全員） 

あて名のお子さんについて、私用、親の通院、不定期の就労等の目的で、 

年間何日くらい保育サービスを利用する必要があると思いますか。 

あてはまるもの 

すべてに〇 

□内に 

数字 

※保育サービスの利用にあたっては、一定の利用料がかかります。 
 

利用希望（あてはまるものすべてに○） 希望日数 

（数字で記入） 
【回答後】 

１．利用する必要がある           （合計日数）   日 

⇒ 問36へ 
 

 ア．私用 
※買い物、子ども(兄弟姉妹を含む)や親の習い事等、リフレッシュ目的 

  日 

 イ．冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄弟姉妹を含む）や 

親の通院等 
  日 

ウ．不定期の就労   日 

エ．その他（               ）   日 

２．利用する必要はない   日 ⇒ 問37へ 

 

問 35 

（条件） 

 条件  問 34で、「1．利用する必要がある」に○をつけた方 
あてはまるもの 

すべてに〇 
問 34 の目的でお子さんを預ける場合、下記のいずれの事業形態が望まし

いと思われますか。 
 
１．幼稚園、保育園、小規模保育施設のような施設 

２．子育て世代包括支援センターの一時預かり事業 

３．児童館にある子育て支援室のような施設 

４．地域住民等が子育て家庭等の近くの場所で保育する事業（例：ファミリー・サポート・センター等） 

５．その他（                             ） 

 

  



13 

 

問 36 

（全員） 

保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族（兄弟姉妹含む）の育児疲れや育児

不安、病気など）により、あて名のお子さんを泊りがけで年間何日くらい家

族以外に預ける必要があると思いますか。 

※短期入所生活援助事業（ショートステイ）（児童養護施設等で一定期間、子

どもを保護する事業）の利用希望の有無について、当てはまる番号・記号

すべてに○をつけ、必要な泊数を記入ください。 

- 

 

利用希望（あてはまるものすべて） 
泊数 

（数字で記入） 

１．利用する必要がある                       （合計）   泊 

 ア. 冠婚葬祭   泊 

 イ．保護者や家族の育児疲れ・不安   泊 

 ウ．保護者や家族の病気   泊 

 エ．その他（                     ）   泊 

２．利用する必要はない 

 

あて名のお子さんが５歳以上である方に、 
小学校就学後の放課後の過ごし方についてうかがいます 

   

問 37 

（条件） 

 条件  あて名のお子さんが５歳以上の方 あてはまるもの 

すべてに〇

□内に 

数字 

あて名のお子さんについて、小学校低学年（１～３年生）のうちは、放課後

（平日の小学校終了後）の時間をどのような場所で過ごさせたいと思います

か。 
 

過ごさせたい場所（あてはまるものすべてに○） 日数（数字で記入） 

１．自宅 週  日くらい 

２．祖父母宅や友人・知人宅 週  日くらい 

３．習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など） 週  日くらい 

４．児童館※１ 週  日くらい 

５．放課後子ども教室※２ 週  日くらい 

６．放課後児童クラブ※３ 週  日くらい 

⇒下校時から   時まで 

７．ファミリー・サポート・センター※４ 週  日くらい 

８．その他（公民館、公園など） 週  日くらい 

※１ 大城児童館内にある放課後児童クラブを利用したい場合は「６．」を回答してください。 
※２ 放課後子ども教室について 

⇒放課後に学校施設（特別教室、体育館、運動場等）を活用し、地域の方々の協力で、子どもたちが安心・安全
に様々な体験活動や学び・交流活動を行うものです。市内の小学校で、週 1 回程度開設されていますが、各教
室によって活動日が異なります。 

 
※３ 放課後児童クラブについて 

⇒保護者が就労等により昼間家庭にいない場合などに、支援員の下、子どもの生活の場を提供するものです。事
業の利用にあたっては、一定の利用料がかかります。小牧市では１～６年生を対象にしています。 

 
※４ ファミリー・サポート・センターについて 

⇒安心して子育てができる環境作りを目標に、「子育てのお手伝いをして欲しい人（依頼会員）」と「子育てのお
手伝いをしたい人（援助会員）」とが会員となり、お互い助け合いながら活動する、有償のボランティア組織で
す。 

  



14 

 

問 38 

（条件） 

 条件  あて名のお子さんが５歳以上の方 あてはまるもの 

すべてに〇

□内に 

数字 

あて名のお子さんについて、小学校高学年（４～６年生）になったら、放課後

（平日の小学校終了後）の時間をどのような場所で過ごさせたいと思います

か。 

※だいぶ先のことになりますが、現在お持ちのイメージでお答えください。 
 

過ごさせたい場所（あてはまるものすべてに○） 日数（数字で記入） 

１．自宅 週  日くらい 

２．祖父母宅や友人・知人宅 週  日くらい 

３．習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など） 週  日くらい 

４．児童館 週  日くらい 

５．放課後子ども教室 週  日くらい 

６．放課後児童クラブ 週  日くらい 

⇒下校時から   時まで 

７．ファミリー・サポート・センター 週  日くらい 

８．その他（公民館、公園など） 週  日くらい 

※大城児童館内にある放課後児童クラブを利用したい場合は「６．」を回答してください。 

 

問 39 

（条件） 

 条件  問 37 または問 38で「６．放課後児童クラブ」に○をつけた方 〇は１つ 

□内に 

数字 

あて名のお子さんについて、土曜日と日曜日・祝日に、放課後児童クラブの

利用希望はありますか。 

※（１）、（２）それぞれについて、○は１つ、利用したい時間帯についても□内に数字で記入ください。 
※時間は、必ず「(例)08 時～18 時」のように 24 時間制でご記入ください。 
 
 

（１）土曜日 

１．低学年（１～３年生）の間は利用したい 

 

 条件 「１．」「２．」を回答した方 

２．高学年（４～６年生）になっても利用したい  【利用したい時間帯】 
    時から     時まで 

３．月に１～２回は利用したい  

 

（２）日曜日・祝日 

１．低学年（１～３年生）の間は利用したい 

 

 条件 「１．」「２．」を回答した方 

２．高学年（４～６年生）になっても利用したい  【利用したい時間帯】 
    時から     時まで 

３．月に１～２回は利用したい  
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問 40 

（条件） 

 条件  あて名のお子さんが５歳以上の方 〇は１つ 

□内に 

数字 

あて名のお子さんについて、お子さんの夏休み・冬休みなどの長期の休暇

期間中の放課後児童クラブの利用希望はありますか。 

※○は１つ、利用したい時間帯についても□内に数字で記入ください。 
※時間は、必ず「(例)08 時～18 時」のように 24 時間制でご記入ください。 
 
 
１．低学年（１～３年生）の間は利用したい 

 

 条件 「１．」「２．」を回答した方 

２．高学年（４～６年生）になっても利用したい  【利用したい時間帯】 
    時から     時まで 

３．月に１～２回は利用したい  

 

 

 

子育てをめぐる環境や地域とのかかわりについてうかがいます 
 
 

問 41 

（全員） 
普段、子育てについてどのようなものから情報を得ていますか。 

あてはまるもの 

すべてに〇 
 
１．子育て支援アプリ ６．小牧市以外のホームページ 11．友人・知人の口コミ 

２．広報こまき ７．小牧市公式以外の SNS 12．NPO 法人 

３．小牧市の公式ホームページ ８．新聞 13．各種団体・コミュニティなど

における情報交換 ４．小牧市の公式 X（旧 Twitter） ９．広告・ポスター 

５．小牧市の公式 LINE 10．テレビ・ラジオ 14. その他（        ） 

 

 

問 42 

（全員） 

あなたは、子育てをつらいと感じることはありますか。 

また、その理由をご記入ください。 

〇は１つ 

自由記述 
 
１．とてもある  ４．つらいと感じることはない ⇒問 44 へ 

２．ときどきある  ５．わからない  

３．まれにある    

 

 条件  

 
「１．とてもある」 
「２．ときどきある」 
「３．まれにある」 
 
いずれかに〇をした方 
 

 

 

 

 

 
選択した理由（自由記述） 
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問 43 

（条件） 

 条件  問 42で、「４．つらいと感じることはない」に○をつけた方 〇は 

３つまで 子育てをする中でどのような支援・対策が有効と感じていますか。 
 
１．地域における子育て支援の充実 ７．子どもの教育環境 

２．保育サービスの充実 ８．子育てしやすい住居・まちの環境面での充実 

３．子育て支援のネットワークづくり ９．仕事と家庭生活の両立 

４．地域における子どもの活動拠点の充実 10．子どもを対象にした犯罪・事故の軽減 

５．妊娠・出産に対する支援 11．保護が必要な児童に対する支援 

６．母親・乳児の健康に対する安心 12．その他（              ） 

 

問 44 

（全員） 
お子さんへの経済的な支援について、どのような支援を希望しますか。 

〇は 

２つまで 
  
１．高等学校の入学に関する費用（制服代など） 

２．高等学校で進学後に必要な費用（学費・交通費など） 

３．大学・専門学校等の入学に関する費用（入学金など） 

４．大学・専門学校等で進学後に必要な費用（学費・下宿代など） 

５．子どもの特技や習い事を助成するための補助金 

６．学習塾の費用 

７．進学に関する費用や奨学金に関して情報を得ることができる機会の充実 

８．その他（               ） 

 

問 45 

（全員） 
あなたは近所や地域の人とのつきあいはどの程度ですか。 

〇は 

１つ 
 
１．あいさつする程度 

２．時々立ち話をする 

３．家へ上がって話をする 

４．食事に行ったり、家族ぐるみでつき合っている 

５．困っているときに相談したり助け合ったり 

している 

６．ほとんどつきあいはない 

 

問 46 

（全員） 

あなたは、子育てがしやすいまちの要素として、地域社会のかかわりは 

必要だと思いますか。 

〇は 

１つ 
 
１．大いに必要である ４．あまり必要ではない 

２．ある程度は必要である ５．必要ではない 

３．どちらともいえない  
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育児休業や短時間勤務制度など 
職場の両立支援制度についてうかがいます 

   

問 47 

（全員） 

あて名のお子さんが生まれた時、父母のいずれかもしくは双方が育児休業

を取得しましたか。また、取得していない方はその理由をお答えください。 

〇は１つ 

□内に 

数字 

※①母親、②父親それぞれについてお答えください。 
 

①母親 ②父親 育児休業の取得状況（〇は１つ） 【回答後】 

１ １ 働いていなかった ⇒ 問 54へ 

２ ２ 取得した（取得中である） ⇒ 問 50へ 

３ ３ 取得していない ⇒ 問 49へ 

 

問 48 

（条件） 

 条件  問 47で「３．取得していない」に○をつけた方 あてはまるもの 

すべてに〇 育児休業を取得していない理由は何ですか。 

※①母親、②父親それぞれについてお答えください。 
 

①母親 ②父親 育児休業を取得していない理由（あてはまるものすべてに〇） 

１ １ 職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった 

２ ２ 仕事が忙しかった 

３  （産休後に）仕事に早く復帰したかった 

４ ４ 仕事に戻るのが難しそうだった 

５ ５ 昇給・昇格などが遅れそうだった 

６ ６ 収入減となり、経済的に苦しくなる 

７ ７ 保育園などに預けることができた 

８ ８ 配偶者・パートナーが育児休業制度を利用した 

９ ９ 
配偶者・パートナーが無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、制度を利用する必要
がなかった 

10 10 子育てや家事に専念するため退職した  

11 11 職場に育児休業の制度がなかった（就業規則に定めがなかった） 

12 12 有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさなかった 

13 13 育児休業を取得できることを知らなかった 

14  産前産後の休暇（産前６週間、産後８週間）を取得できることを知らず、退職した 

15  その他（                            ） 

 15 その他（                            ） 

 

問 49 

（条件） 

 条件  問 47 で「２．取得した（取得中である）」に○をつけた方 〇は 

１つ 育児休業取得後、職場に復帰しましたか。 

※①母親、②父親それぞれについてお答えください。 
 

①母親 ②父親 育児休業取得後の状況（〇は１つ） 【回答後】 

１ １ 育児休業取得後、職場に復帰した ⇒ 問 51へ 

２ ２ 現在も育児休業中である ⇒ 問 53へ 

３ ３ 育児休業中に離職した ⇒ 問 54へ 
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問 50 

（条件） 

 条件  問 49で「１．育児休業取得後、職場に復帰した」に○をつけた方 
〇は 

１つ 
育児休業から職場に復帰したのは、年度初めの保育園入所に合わせた 

タイミングでしたか。あるいはそれ以外でしたか。 

※①母親、②父親それぞれについてお答えください。 

※年度初めでの認可保育園入所を希望して、１月～２月頃復帰して一時的に認可外保育園に入所した場
合なども「１．」に当てはまります。また、年度初めでの入所を希望して復帰したが、実際には希望す
る保育園に入所できなかったという場合も「１．」を選択してください。 

 

①母親 ②父親 職場復帰のタイミング（〇は１つ） 

１ １ 年度初めの入所に合わせたタイミングだった 

２ ２ 育児休業満了と同時のタイミングだった（年度初め以外） 

３ ３ それ以外だった 

 
 

問 5１ 

（条件） 

 条件  問 49で「１．育児休業取得後、職場に復帰した」に○をつけた方 
□内に 

数字 
お勤め先に、育児のために３歳まで休暇を取得できる制度があった場合、

「希望」としてはお子さんが何歳何か月のときまで取りたかったですか。 

※①母親、②父親それぞれについてお答えください。 
 

 ①母親（数字で記入） ②父親（数字で記入） 

３歳まで休暇

を取得できる

場合の希望 

  歳     か月   歳     か月 

 
 

問 52 

（条件） 

 条件  問 49で「２．現在も育児休業中である」に○をつけた方 

〇は 

１つ 

あて名のお子さんが１歳になったときに必ず利用できる事業があれば、１歳

になるまで育児休業を取得しますか。あるいは、１歳になったときに必ず利

用できる事業があっても１歳になる前に復帰しますか。 

※①母親、②父親それぞれについてお答えください。 
 

①母親 ②父親 育児休業の取得期間（〇は１つ） 

１ １ １歳になるまで育児休業を取得したい 

２ ２ １歳になる前に復帰したい 
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問 53 

（全員） 
子どもが健全に成長をするために、どのようなことを市の施策として期待しますか。 

（１）以下の表の大項目から２件まで選び、〇をつけてください。 
（２）選んだ大項目に対する個別施策のなかで、特に強く期待するものを、１つ選び〇をつけてください。 
（３）個別施策の例示のなかに該当がない場合はその他の欄に具体的な施策を記入してください。 

 

（１）大項目 （２）個別施策 

〇を記入 

（２つまで） 
項目 

※〇をつけた大

項目のなかで、

強く期待するも

の１つに〇 

個別施策（例示） 

 
１．様々な遊びや体験

の場の整備 

 ①放課後子ども教室の開催日の拡大 

 ②公園などの遊び場の整備 

 ③児童を対象とした地域の体験活動の支援 

 

２．子育てに関する交

流や相談の場の整

備 

 ①子育てについて気軽に相談できる場所の充

実 

 ②親同士の交流や地域の子育て活動への支援 

 ３．保護者の就労支援 

 ①放課後児童クラブの時間延長 

 ②突発・短期的な理由による一時的な預かり場

所の確保 

 
４．家庭への経済的な 

支援 

 ①児童手当やひとり親手当などの経済的な支

援の充実 

 ②経済的に恵まれない児童の学習環境の確保

（無料の学習塾など） 

 ③経済的に恵まれない児童の居場所の確保（子

ども食堂など） 

 
５．特別な事情のある 

児童の育成支援 

 ①家庭で育てられない児童を受け入れる施設

や里親制度などの施策の充実 

 ②障がいのある児童の療育を行う施設・施策の

充実 

※その他 
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問 54 

（全員） 

最後に、教育・保育環境の充実など子育ての環境や支援に関してご意見が

ございましたら、自由にご記入ください。 

自由 

記述 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご協 力 、ありがとうございました。  

 

 


